
令和５年度

タウンミーティング
市長と語る「まちの未来」



本日のながれ

１．開会のあいさつ

２．市の取組について
①中長期的な事業の進捗について～令和５年度の主要事業～

②地域テーマ：道路・治水について

３．地域テーマについての意見交換

４．閉会のあいさつ



▶保育所の整備
幼保連携型認定こども園を新設する法人に対し補助金を交付
令和６年４月 新規開園予定

▶放課後児童クラブの整備
水谷第４放課後児童クラブの整備
（水谷小学校校舎増築工事と合わせて実施）

▶産後ケア事業の拡充
・デイサービス型産後ケアの実施
希望する産婦宅に助産師が訪問するアウトリーチ型
産後ケアに加え、市内産婦人科医療機関の恵愛病院
で、産婦の心身のケアや相談を開始

中長期的な事業の進捗について～令和５年度の主要事業～①

認定こども園イメージ

恵愛病院による産後ケア



▶フレイル予防事業の実施
フレイルとは・・・加齢により心身の活力が低下した状態のこと

令和２年度～ フレイルチェックの実施
（東京大学高齢社会総合研究機構と連携）

▶高齢者の健康づくりに関する協定の締結
令和５年７月１９日 ㈱ロッテとの協定締結

【協定内容】
１ 口腔機能、オーラルフレイルをはじめとする介護予防の普及、啓発に

関すること
２ 関係機関又は市内介護予防団体との連携協力に関すること
３ 市が企画するイベントの職員等の派遣協力に関すること
４ 市民の口腔機能調査に関すること

中長期的な事業の進捗について～令和５年度の主要事業～①



▶ＳＴＥＭ教育の実施
ＳＴＥＭ教育とは・・・ロボット作りやプログラミングを通じた問題

解決能力等の向上を目的とした教育のこと

令和２年度～ モデル校（ふじみ野小）で実施
令和４年度～ 水谷東小、つるせ台小においても実施
令和５年度～ 市内全小学校で実施

▶スチューデントサポーターの派遣
個別支援が必要な児童へのサポート
跡見学園女子大学と連携し、心理学専攻の大学生を
小学校に派遣し、教育相談を実施

▶学校施設の整備
児童数の増加を見込み、水谷小学校の校舎を増築

① 中長期的な事業の進捗について～令和５年度の主要事業～



中長期的な事業の進捗について～令和５年度の主要事業～①

▶ びん沼自然公園
令和５年４月１日リニューアルオープン
すべての世代が憩い、楽しめる新たな交流拠点として整備
【コンセプト】
「水辺空間の活用・創出」・「自然を活用した体験の場の創出」・
「地域の魅力向上・活性化」

2050年度に二酸化炭素の排出量を実質ゼロにすることを目指し、
「富士見市ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました。
電気自動車等の購入促進補助のほか、家庭から排出される生ご
みのバイオガス化に関するモデル事業の実施に向けた調整等を進
めています。

▶ ゼロカーボンシティに向けた取組

電気自動車



中長期的な事業の進捗について～令和５年度の主要事業～

賑わいや雇用が創出される産業団地の整備に向け、周辺道路の
整備と合わせ、治水対策に十分に配慮した整備を目指します。

▶ 水谷柳瀬川ゾーンの土地利用の推進

▶ シティゾーン（Ｂゾーン）の整備

埼玉県による調節池の整備に合わせた周辺整備を進め、市民の
方の憩いの場所とするほか、環境との調和に配慮した土地利用の
検討を進めています。

富士見上南畑地区産業団地の概要
計画面積：約19ｈａ
引き渡し：令和６年度以降（予定）
その他 ：東京外環自動車道への延伸整備中（国道２５４号BP）
※国道254号和光富士見バイパス 令和５年7月29日 一部開通

①



老朽化した市役所本庁舎の建替えに向け、これからの時代に
ふさわしく、市民に親しまれる新庁舎の整備を目指し、
“市民サービスの向上”や“防災拠点の強化”、“環境配慮”、
“働き方改革”など、様々な視点から検討を進めています。

▶ 新庁舎の整備

検討
開始

劣化等
調査

基本
方針

基本
計画

設計
建設
工事

令和3年度 令和4・5年度平成30年度平成28年度

中長期的な事業の進捗について～令和５年度の主要事業～①

行政手続きのオンライン化や、システムの標準化・共通化を通じて、
「スマート自治体への転換」を目指しています。
スマート自治体とは・・・AIなどを活用し、行政サービスを効率的に提供する自治体のこと

令和5年度実施予定の取組
・ホームページにおけるAIチャットボットの導入
・申請書作成支援システムによる書かない窓口の推進
・文書管理・電子決裁システムの導入 など

▶ デジタルトランスフォーメーション（ DX ）の推進




